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秋田県にかほ市に生活クラブ東京・神奈川・埼玉・千葉が建設した生活クラブ風車「夢風」に関するニュースをお届けします。 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 1-6-9大内ビル３F 一般社団法人グリーンファンド秋田 

発行責任者 半澤彰浩（代表理事） 編集責任者 鈴木伸予 

 

○ 発電実績 

 

 

6月度運転状況について 
 

○風況は前年同月より0.1ｍ/ｓ高い実績でした。 

○6/18、山形県沖で発生した地震の臨時点検を6/19に実施し 

 異常のないことを確認しました。 

 また、地震による停止はありませんでした。 
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（％） 

４月 393,953 5.6 98.3 

５月 238,301 4.7 92.4 

６月 147,508 4.0 96.9 
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にかほ市と生活クラブとの連携推進協議会総会報告 
                

2013年 8月、にかほ市と生活クラブで持続可能な自然エネルギー社会に向けた共同宣言を行いました。

この共同宣言を具体的に進めるために、11月に 「にかほ市と生活クラブ東京、神奈川、埼玉、千葉、グリー

ンファンド秋田との連携推進協議会」が設立され、交流事業や夢風ブランドの取り組み等を進めています。 

2019年 7月 11日、にかほ市象潟本庁舎にて、2019年度の総会が行われ、2018年度活動報告及び決

算、監査報告、2019年度活動方針及び予算、役員が承認されました。 

総会終了後、第１回幹事会を開催し、役員の中から、共同代表２名と監事２名が互選されました。2019年度

の役員は以下の方々です。 

共同代表 にかほ市副市長        本田 雅之 

共同代表 生活クラブ神奈川専務理事 半澤 彰浩 （グリーンファンド秋田代表理事） 

幹事    にかほ市農林水産建設部長 土門 保 

幹事    にかほ市商工観光部長    佐藤 豊弘 

幹事    にかほ市まちづくり推進課長 佐藤 喜仁 

幹事    生活クラブ東京常勤理事   大石 冬刀 

幹事    生活クラブ埼玉常務理事   須長 雅和 

幹事    生活クラブ千葉常務理事   山﨑 倫一 

監事    にかほ市企画調整部部長   佐々木 俊哉 

監事    生活クラブ神奈川常勤理事  岡田 一弘 

 

写真： 

前列左から 

岡田一弘、半澤彰浩、  

本田雅之、佐々木俊哉、 

鈴木伸予 

後列左から 

須長雅和、山﨑倫一、 

大石冬刀、佐藤豊弘、 

佐藤喜仁、高橋潔、 

土門保 

（敬称略） 

 



東洋経済「住みよさランキング」で、にかほ市が北海道・東北で１位 

   

東洋経済新報社が全国 812市区の統計をもとに算出した「住みよさランキング 2019」で、にかほ市が北海 

道・東北ブロックの１位になった。18歳以下の医療費が全額助成されることや、人口一人当たりの事件事故の 

少なさが評価された。全国順位は 21位だった。 

 ランキングは、同社が 1993年から毎年、独自の基準を設けて統計を分析し、順位付けしている。基準は４つ 

で△安心度＝医療費助成や事件事故の件数など 6項目△利便度＝小売店の面積や飲食店の数など４項目 

△快適度＝転出入人口比率や気候、水道料金など６項目△富裕度＝所得や持ち家世帯比率等６項目。 

 にかほ市は、子どもの医療費助成の項目が全国１位。秋田県の制度に加え独自の助成制度を設け、出生か 

ら高校卒業の年齢まで、所得要件にかかわらす医療費の全額助成を受けられる。 

 1000人当たりの刑法犯認知件数の少なさ（1.53件、全国８位）、１万人当たりの交通事故の少なさ（7．58 

件、全国 9位）も評価を押し上げた。 

 一方、転入出に占める転入の多さ（全国 779位）や財政力（全国 671位）の指標は低い評価だった。 

 市川雄次市長は「民間のランキングで上位になったことは市民も誇りに思えるのではないか。市もランキング 

で『住み良い』と評価された部分を PR したい」と話した。 

                                         2019 年 7月 18日 秋田魁新聞 抜粋 

※連携推進協議会総会の写真 参照 

 

純米大吟醸 夢風蔵元 ㈱飛良泉本舗との協議会報告 

 

2019年 7月 11日、㈱飛良泉本舗を訪問し、生活クラブと共

同開発を行った「純米大吟醸 夢風」について、2018年秋仕込

み酒の取り組みのまとめと、2019年秋に仕込むお酒について協

議をおこないました。 

 初めに、齋藤雅人代表取締役社長（写真）より、飛良泉本舗の

由来と、酒蔵に続く昔の住居の説明を頂きました。 

飛良泉本舗は、創業１４８７年長享元年（室町時代）で現在 26代

目となる、全国で３番目に古い酒元（帝国データバンク調べ）で

す。「飛良泉」の由来は、以前、大阪で廻船問屋を営んでいた時

の屋号「和泉屋（いづみや）」と、当地名「平沢」から、「ひらさわの

いづみ屋の酒」として自然発生的になずけられたようだとのこと

です。 

酒蔵は、戊辰戦争で焼かれ、明治時代に再建したものだとのこと

です。 



  「純米大吟醸 夢風」の特徴は、杜氏が自分の圃場で丁寧に育てた自社栽培米の「秋田酒こまち」を使用

して、鳥海山の伏流水を使った良い水で仕込んでいることです。 

  2019年は夢風酒が、一番最初に仕込をして、最初に上槽するお酒となる予定で、酒蔵にとっても重要な

特別なお酒となります。 

写真 

右端 営業部 久米衛さん、 

営業部長 荘司浩志さん 

 

 

 

 

 

 

夢風ブランド開発生産者連絡会総会報告 

 

 夢風ブランド開発生産者連絡会は、にかほ市と生活クラブとの連携推進協議会の基に、2014年７月に設立

されました。夢風ブランド品の開発活動やにかほ市の物産の取り組みを中心に活動を行っています。 

 2019年 7月 11日、第 6回総会を『にかほっと』で開催しまし、2018 年度の活動報告及び決算、監査報告、

2019年度の活動報告及び予算が承認されました。 

 活動方針討議では、デポーにかほフェアでのアピールの仕方についてや、組合員のにかほの物産に対す

る評価や認知度について、意見交換を行いました。 

 2019年度夢風ブランド開発生産者連絡会会員 

        団体名 役職      氏名 

会長 ㈲三浦米太郎商店 代表取締役 三浦 悦朗  

 でんべいかれい生産ｸﾞﾙｰﾌﾟ 代表 渡辺 郁子  

 伊藤製麺所 代表 伊藤 実   

 佐藤勘六商店 代表 佐藤 玲   

 ㈱飛良泉本舗 代表取締役 齋藤 雅人  

 幸月堂菓子舗 代表 齋藤 好旦  

 四つ葉ネットワーク 代表 池田 強一  

 日南工業㈱ 代表取締役社長 前田 和雄  

 道の駅 象潟ねむの丘 支配人 佐賀 正文  

 芹田自治会 自治会長 竹花 勲   

 芹田営農組合 芹田営農組合長 遠藤 豊   

 にかほ市と生活クラブとの連携推進協議会 共同代表 半澤 彰浩  

監事 にかほ市役所 企画調整部まちづくり推進課長 佐藤 喜仁  

 


